
 

 

東京学芸大学大学院教育学研究科規程及び東京学芸大学学位規程の一部を改正す

る規程を次のように制定する。 
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平成14年規程第15号 

東京学芸大学大学院教育学研究科規程及び東京学芸大学学位規程の一部を改

正する規程 

 

（東京学芸大学大学院教育学研究科規程の一部改正） 

第１条 東京学芸大学大学院教育学研究科規程（平成８年規程第13号）の一部を次

のように改正する。 

第１１条第３項を次のように改める。 

３ 前２項の学位論文の審査は，指導教官の許可を得て，特定の課題についての

研究の成果の審査をもって代えることができる。 

（東京学芸大学学位規程の一部改正） 

第２条 東京学芸大学学位規程（昭和42年規程第14号）の一部を次のように改正す

る。 

第８条第１項中「演奏又は作品及びその関連論文」を「特定の課題についての

研究の成果」に改める。 

 

   附 則 

１ この規程は，平成15年４月１日から施行する。 

２ この規程による改正後の東京学芸大学大学院教育学研究科規程第11条第３項の

規定は，平成15年度入学者から適用し，平成14年度以前に入学した者については，

なお従前の例による。 

３ この規程による改正後の東京学芸大学学位規程第８条第１項の規定は，平成15

年度入学者から適用し，平成14年度以前に入学した者については，なお従前の例

による。 

 



東京学芸大学大学院教育学研究科規程 新旧対照表（抄） 

現          行 改          正 

 
   〔省略〕 
 
 （修士課程の修了要件） 
第１１条 教育学研究科に２年以上在学し，所定の単位を修得し，かつ，必要な研
究指導を受けた上，学位論文の審査及び最終試験に合格した者については，研究
科委員会の議を経て，学長が修士課程の修了を認定する。ただし，在学期間に関
しては，優れた業績を上げた者については，教育学研究科に１年以上在学すれば
足りるものとする。 
２ 前項の規定にかかわらず，大学院学則第６条第２項に定める教育学研究科短期
特別コースに１年以上在学し，所定の単位を修得し，かつ，必要な研究指導を受
けた上，学位論文の審査及び最終試験に合格した者については，研究科委員会の
議を経て，学長が修士課程の修了を認定する。 
３ 前２項の学位論文は，専攻の種類に応じ，指導教官の許可を得て演奏又は作品
及びその関連論文をもって代えることができる。 
 
   〔省略〕 

 
   〔省略〕 
 
 （修士課程の修了要件） 
第１１条 教育学研究科に２年以上在学し，所定の単位を修得し，かつ，必要な研
究指導を受けた上，学位論文の審査及び最終試験に合格した者については，研究
科委員会の議を経て，学長が修士課程の修了を認定する。ただし，在学期間に関
しては，優れた業績を上げた者については，教育学研究科に１年以上在学すれば
足りるものとする。 
２ 前項の規定にかかわらず，大学院学則第６条第２項に定める教育学研究科短期
特別コースに１年以上在学し，所定の単位を修得し，かつ，必要な研究指導を受
けた上，学位論文の審査及び最終試験に合格した者については，研究科委員会の
議を経て，学長が修士課程の修了を認定する。 
３ 前２項の学位論文の審査は，指導教官の許可を得て，特定の課題についての研
究の成果の審査をもって代えることができる。 
 
   〔省略〕 
 
   附 則 
１ この規程は，平成15年４月１日から施行する。 
２ この規程による改正後の東京学芸大学大学院教育学研究科規程第11条第３項の
規定は，平成15年度入学者から適用し，平成14年度以前に入学した者については
，なお従前の例による。 
３ 〔省略〕 
 

 



 

東京学芸大学学位規程 新旧対照表（抄） 

現          行 改          正 

 
   〔省略〕 
 
 （学位論文の提出） 
第８条 大学院修士課程の学生は，学位論文（東京学芸大学大学院教育学研究科規
程（平成８年規程第13号）第11条第３項の規定による演奏又は作品及びその関連
論文を含む。以下この章において同じ。）を教育学研究科長（以下この章におい
て「研究科長」という。）に提出するものとする。 
２ 前項の学位論文は１編とし，必要に応じ，他の論文を参考として添付すること
ができる。 
 
   〔省略〕 

 
   〔省略〕 
 
 （学位論文の提出） 
第８条 大学院修士課程の学生は，学位論文（東京学芸大学大学院教育学研究科規
程（平成８年規程第13号）第11条第３項の規定による特定の課題についての研究
の成果を含む。以下この章において同じ。）を教育学研究科長（以下この章にお
いて「研究科長」という。）に提出するものとする。 
２ 前項の学位論文は１編とし，必要に応じ，他の論文を参考として添付すること
ができる。 
 
   〔省略〕 
 
   附 則 
１ この規程は，平成15年４月１日から施行する。 
２ 〔省略〕 
３ この規程による改正後の東京学芸大学学位規程第８条第１項の規定は，平成15
年度入学者から適用し，平成14年度以前に入学した者については，なお従前の例
による。 
  


